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【目的】慢性咳嗽を呈する好酸球性気道炎症疾患群として、咳喘息（CVA）、アトピー咳嗽（AC）があ
り、その病態に Th2 反応の関与が示唆されている。CVA・AC に対する Th2 サイトカイン阻害薬トシ
ル酸スプラタストの有効性について検討した。【方法】CVA・ACの診断基準を満たす 39名（男性 9名、
女性 30名、平均年齢 48歳）を対象とした。気管支拡張薬を 1週間投与した後、気管支拡張薬が有効の
CVA群（19名）と、気管支拡張薬が無効の AC群（20名）に分けた。さらに、CVA群・AC群を各々
3 群に分け、トシル酸スプラタスト、塩酸アゼラスチン、塩酸アンブロキソールを各々2 週間投与し、
咳点数とカプサイン咳閾値の推移を検討した。【成績】CVA 群では、トシル酸スプラタスト投与により
咳点数は改善した。AC 群では、トシル酸スプラタスト投与により咳点数は改善し、カプサイシン咳閾
値は上昇した。【結論】トシル酸スプラタストは、CVAや AC患者において有用であることが示唆され
た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


